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将来予測に関する記述 

本プレスリリースは、1995年の「民事証券訴訟改革法」に記載されている「将来予測に関

する記述」に該当し、いくつかのリスク、不確定要素などの要因を含む場合があります。

これらのリスク等には、臨床試験を予定されたスケジュールで開始、進行および完了する

ギリアドの能力、sacituzumab govitecan-hziyに関する進行中および追加の臨床試験から好

ましくない結果が得られる可能性、sacituzumab govitecan-hziyの適応拡大に向けた生物製

剤承認一部変更申請や、転移性TNBC、転移性尿路上皮がん（mUC）、HR陽性HER2陰性の

乳がん、NSCLC、SCLC、頭頸部がんおよび子宮内膜がんの治療薬として進行中もしくは将

来の申請を含め、規制当局へのsacituzumab govitecan-hziyに関する申請および承認を現在

予定しているスケジュールで進められるかについての不確実性、ギリアドがこれらの適応

に対して適時に承認を得る能力、または全く得られない可能性、あるいは、そのような承

認が使用に関して重大な制限を受ける可能性が含まれます。また、ギリアドがこのような

適応症に対するsacituzumab govitecan-hziyの開発中止を戦略的に決定し、結果として

sacituzumab govitecan-hziyの本適応症が全く商業化されない可能性、または上記いずれか

の根拠となる仮定も含まれます。これらの、またその他のリスク、不確実性、その他の要

因については、米国証券取引委員会に提出済の2022年6月30日を期末とするギリアドの四

半期報告書（フォーム10-Q）に詳しく記載されています。これらのリスクや不確実性、お

よびその他の要因により、実際の結果が「将来予測に関する記述」と著しく異なる可能性

があります。歴史的な事実以外の全ての記述は「将来予測に関する記述」と見なされる可

能性があります。このような「将来予測に関する記述」は将来の業績を保証するものでは

なく、リスクと不確実性を含むものであり、「将来予測に関する記述」に過度に依拠する

ことのないよう注意してください。「将来予測に関する記述」は全て、ギリアドが現在入

手できる情報に基づいており、ギリアドは、「将来予測に関する記述」を更新する義務は

負わず、更新する意向もありません。 

 

 

i NCCN Clinical Practice Guidelines in Oncology (NCCN Guidelines®) for Breast Cancer Version 4.2022

より、許可を得て引用。© National Comprehensive Cancer Network, Inc. 2022. All rights reserved. 

2022年8月アクセス。 

最新かつ完全版のガイドラインを参照するには、NCCN.orgにアクセスしてください。NCCNは、そ

の内容、使用または適用に関して、いかなる種類の保証も行わず、いかなる形であれ、その適用ま

たは使用に対していかなる責任も負いません。 
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